
鴻門の会

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／27）

使い方　まず書き下し文を声に出して読み、そのあと傍線の番号を手がかりに解きます。この話の山は「再読文字・受身・不可能」

の三つの句法と、その場にいる四人の思惑です。答え合わせのときは、訳せたかどうかだけでなく、なぜその句法だと分かるかま

で言えるか確かめてください。

あらすじ＝鴻門の宴席で、范増は玉玦を三度かかげ、今こそ沛公を殺せと項王に合図するが、項王は黙ったまま応じない。しびれ

を切らした范増は項荘を呼び、剣舞にかこつけて沛公を斬れと命じる。項荘が舞い始めると、沛公側に通じていた項伯も立って舞

い、身をもって沛公をかばい続けたため、項荘は斬りつけられない。危急を知った張良は軍門にいる樊噲に伝え、樊噲は剣と盾を

手に軍門へ踏み込んでいく。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

范
増
（
は
ん
ぞ
う
）
①

数
（
し
ば
し
ば
）
項
王
（
こ
う
お
う
）
に
②

目
し
、
佩
（
お
）
ぶ
る
所
の
玉
玦
（
ぎ
ょ
っ
け
つ
）
を
挙
げ
て
以
（
も
っ
）
て

之
（
こ
れ
）
に
③

示
す
者
（
こ
と
）
三
た
び
す
。
項
王
④

黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
（
お
う
）
ぜ
ず
。
范
増
起
（
た
）
ち
、
出
（
い
）
で
て
項

荘
（
こ
う
そ
う
）
を
召
（
め
）
し
、
謂
（
い
）
ひ
て
曰
（
い
は
）
く
、
「
君
王
（
く
ん
お
う
）
⑤

人
と
為
（
な
）
り
忍
（
し
の
）
び
ず
。
⑥

若
（
な
ん

ぢ
）
入
（
い
）
り
て
前
（
す
す
）
み
て
寿
（
じ
ゅ
）
を
為
（
な
）
し
、
寿
畢
（
を
は
）
ら
ば
、
⑦

請
（
こ
）
ふ
剣
を
以
て
舞
ひ
、
因
（
よ
）
り
て
沛

公
（
は
い
こ
う
）
を
坐
（
ざ
）
に
撃
（
う
）
ち
て
、
之
を
殺
せ
。
⑧

不
者
（
し
か
ら
ず
）
ん
ば
、
若
（
な
ん
ぢ
）
の
属
（
ぞ
く
）
皆
（
み
な
）
⑨

且

（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
（
な
）
ら
ん
と
す
。
」
と
。
荘
則
（
す
な
は
）
ち
入
り
て
寿
を
為
す
。
寿
畢
（
を
は
）
り
て
曰
く
、
「
君

王
沛
公
と
飲
む
に
、
⑩

軍
中
（
ぐ
ん
ち
ゅ
う
）
以
て
楽
（
が
く
）
を
為
す
無
し
、
請
ふ
剣
を
以
て
舞
は
ん
。
」
と
。
項
王
曰
く
、
「
諾
（
だ
く
）
。
」

と
。
項
荘
剣
を
抜
き
起
ち
て
舞
ふ
。
項
伯
（
こ
う
は
く
）
も
亦
（
ま
た
）
剣
を
抜
き
起
ち
て
舞
ひ
、
常
に
身
を
以
て
沛
公
を
⑪

翼
蔽
（
よ
く
へ
い
）

す
。
⑫

荘
撃
つ
を
得
ず
。

是
（
こ
こ
）
に
於
（
お
）
い
て
張
良
（
ち
ょ
う
り
ょ
う
）
軍
門
に
至
り
、
樊
噲
（
は
ん
か
い
）
を
見
る
。
樊
噲
曰
く
、
「
今
日
（
こ
ん
に
ち
）
の
事

⑬

何
如
（
い
か
ん
）
。
」
と
。
良
曰
く
、
「
甚
（
は
な
は
）
だ
急
な
り
。
今
者
（
い
ま
）
項
荘
剣
を
抜
き
て
舞
ふ
、
⑭

其
（
そ
）
の
意
（
い
）
常
に
沛
公

に
在
る
な
り
。
」
と
。
噲
曰
く
、
「
此
（
こ
）
れ
迫
（
せ
ま
）
れ
り
。
臣
（
し
ん
）
請
ふ
入
り
て
、
⑮

之
と
命
を
同
じ
く
せ
ん
。
」
と
。
噲
即
（
す
な

は
）
ち
剣
を
帯
（
お
）
び
盾
（
た
て
）
を
擁
（
よ
う
）
し
て
軍
門
に
入
る
。

語
注
　
玉
玦＝

一
部
が
欠
け
た
輪
の
形
を
し
た
玉
。
腰
に
つ
け
る
飾
り
。
　
黙
然＝

黙
り
こ
ん
だ
さ
ま
。
　
君
王＝

主
君
。
こ
こ
で
は
項
王
（
項
羽
）
。
　
寿
を
為
す＝

杯
を
さ
さ
げ
て
長
寿
を
祝
う
。
宴
席
の
あ

い
さ
つ
。
　
若＝

お
ま
え
。
二
人
称
。
　
属＝

仲
間
・
一
族
。
　
諾＝

承
知
し
た
。
よ
ろ
し
い
。
　
今
者＝

い
ま
。
た
っ
た
い
ま
。
　
臣＝

わ
た
く
し
。
臣
下
が
へ
り
く
だ
っ
て
用
い
る
自
称
。
こ
こ
は
沛
公
の
家
臣

で
あ
る
樊
噲
が
、
（
主
君
で
は
な
い
が
）
張
良
に
対
し
て
へ
り
く
だ
っ
て
用
い
て
い
る
。
　
※
人
物＝

范
増
は
項
羽
の
参
謀
。
項
荘
は
項
羽
方
の
武
将
。
項
伯
は
項
羽
の
叔
父
だ
が
、
張
良
へ
の
恩
義
か
ら
沛
公

側
に
通
じ
て
い
た
。
張
良
は
沛
公
の
参
謀
。
樊
噲
は
沛
公
の
忠
臣
で
勇
猛
な
武
将
。
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鴻門の会

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
6
）

（
1
）
①
「
数
（
し
ば
し
ば
）
」
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
②
「
目
し
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
3
）
⑤
の
「
人
と
為
（
な
）
り
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑧
「
不
者
（
し
か
ら
ず
）
ん
ば
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑪
「
翼
蔽
（
よ
く
へ
い
）
す
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑬
「
何
如
（
い
か
ん
）
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
7
〜
12
）

（
7
）
③
「
示
す
者
（
こ
と
）
三
た
び
す
」
の
「
者
」
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
。

（
8
）
⑦
「
請
（
こ
）
ふ
剣
を
以
て
舞
ひ
」
の
「
請
（
こ
）
ふ
」
は
ど
の
よ
う
な
言
い
方
か
。

（
9
）
⑨
の
「
且
（
ま
さ
）
に…

ん
と
す
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
語
か
。
読
み
方
の
決
ま
り
と
あ
わ
せ
て
説
明
せ
よ
。

（
10
）
⑨
の
「
〜
す
る
所
と
為
（
な
）
る
」
は
何
の
句
法
か
。
意
味
も
書
け
。

（
11
）
⑩
「
軍
中
（
ぐ
ん
ち
ゅ
う
）
以
て
楽
（
が
く
）
を
為
す
無
し
」
の
「
無
以
〜
（
以
て
〜
無
し
）
」
の
意
味
を
書
け
。

（
12
）
⑫
「
荘
撃
つ
を
得
ず
」
の
「
〜
を
得
ず
」
は
何
を
表
す
句
法
か
。
意
味
も
書
け
。
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鴻門の会

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
13
〜
16
）

（
13
）
⑥
「
若
（
な
ん
ぢ
）
入
（
い
）
り
て
」
の
「
若
」
は
誰
を
指
す
か
。

（
14
）
⑨
と
あ
る
が
、
「
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
」
の
は
誰
（
ど
ち
ら
側
）
か
。

（
15
）
⑭
「
其
（
そ
）
の
意
（
い
）
」
の
「
其
」
は
誰
を
指
す
か
。

（
16
）
⑮
「
之
と
命
を
同
じ
く
せ
ん
」
の
「
之
」
は
誰
を
指
す
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
17
〜
20
）

（
17
）
④
「
黙
然
（
も
く
ぜ
ん
）
と
し
て
応
（
お
う
）
ぜ
ず
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
18
）
⑤
「
人
と
為
（
な
）
り
忍
（
し
の
）
び
ず
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
⑨
「
且
（
ま
さ
）
に
虜
（
と
り
こ
）
と
す
る
所
と
為
（
な
）
ら
ん
と
す
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑭
「
其
（
そ
）
の
意
（
い
）
常
に
沛
公
に
在
る
な
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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鴻門の会

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
21
〜
24
）

（

21

）

③

で

范

増

が

三

度

示

し

た

も

の

は

何

か

。

ま

た

そ

れ

は

項

王

に

何

を

伝

え

る

合

図

か

、

説

明

せ

よ

。

（
22
）
④
か
ら
読
み
取
れ
る
項
王
（
項
羽
）
の
心
情
と
性
格
を
説
明
せ
よ
。

（
23

）

⑪

と

あ

る

が

、

項

伯

が

こ

の

よ

う

に

し

た

の

は

な

ぜ

か

。

項

伯

の

立

場

と

、

項

荘

の

剣

舞

を

ど

う

見

た

か

の

両

方

に

ふ

れ

て

説

明

せ

よ

。

（
24
）
⑮
か
ら
読
み
取
れ
る
樊
噲
の
人
物
像
を
説
明
せ
よ
。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
（
25
〜
27
）

（
25
）
こ
の
文
章
の
出
典
の
書
名
・
作
者
と
、
そ
の
歴
史
書
の
体
裁
（
記
述
の
形
式
）
を
書
け
。

（
26
）
故
事
成
語
と
し
て
の
「
鴻
門
の
会
」
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
を
表
す
か
。

（
27
）
こ
の
会
見
が
開
か
れ
る
ま
で
の
、
項
羽
と
劉
邦
（
沛
公
）
の
関
係
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「且に〜んとす」は再読文字で「今にも〜しようとする」。⑨はそこに受身「為〜所…（〜する所と為

る）」が重なっており、この二つを両方とも訳に出せるかが最頻出です。　❷「〜を得ず」は不可能。⑫「荘撃つを得ず」は字が「不得」で「項

荘は撃つことができなかった」。一方⑩「以て楽を為す無し」は字が「無以」で「座興にする手立てがない」。どちらも「〜ない」と訳します

が、⑫の「不得（〜を得ず）」＝不可能とは別物です。　❸記述の答えは四人の思惑に集まります。范増＝早く殺せとうながす、項荘＝剣舞にか

こつけて狙う、項伯＝身をもってかばう、項王＝決断できない。この四つを一言ずつ言えるようにしておくこと。
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